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地域への大学開放を進めるために

静岡大学生涯学習教育研究センター長 滝 欽

文部省の資料(平成10年度)によれば、生涯学

習教育研究センターを設置している全国の国公立・

私立大学(短大を除く)は、 142大学にものぼって

います。

国立大学に限れば、平成11年度に設置された 1

校を加えると、現時点で21大学に設置されている

状況にあります。大学開放の窓口としての役割を

担うべく、近年、全国各地に積極的に開設されて

いることを示しています。

ご承知のように、静岡大学には、平成9年度に、

国立大学第15番目の施設として本センターが設置

され、本年度は、 4年目を迎えました。この問、

歴代のセンター長、センター専任教官をはじめと

して、学内の委員の皆様により、公開講座をはじ

めとする大学開放にかか

わる様々な事業活動や、

社会教育主事講習、さら

には生涯学習関連の教育

研究が進められてまいり

ました。それらの成果は、

当センタ一発行の研究紀

要 「生涯学習教育研究」や広報誌 「地域と大学」

に報告されているところであります。

私は、この4月より本生涯学習教育研究センター

の第3代センター長を務めることとなりました。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

本年度は、本センターの過去3年間の実績と経

験を踏まえて、さらに積極的な大学開放を進める

べく、広報活動に主眼を

置いて、地域との結びつ

きを強めたいと考えてい

ます。

公開講座の充実や公開

シンポジウム、調査研究

などの諸事業の推進とと

もに、各事業の地域への

広報活動もまた大切なこ

とだと思っております。

センター長室の日本画「風韻J (静岡市在住の寺尾かつ子様(写真)から平成12年3月21日寄贈)

地域と大学をより一層

強く結ぶために、どうぞ

皆様のご協力、ご支援な

らびにご鞭捷のほど、よ

ろしくお願い申し上げま

す。
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(平成12年度静岡大学公開講座のお知らせ〉
今年度の静大公開講座は、 9月9日から10月28

日にかけて以下の6会場で実施されます。

なお昨年度からこの公開講座は、生涯学習教育

研究センターの委員会である公開講座委員会が主

として運営に携わっています。募集は各会場毎で

す。

静 岡 4Z32ζ h 場 浜 松 ぷ222hZ 場 j青 水 dZbミh 場

講座名称 豊かさを問う 未来への発信 湖とヒトとの共生 遺伝子技術と社会

共催・後援 静岡市教育委員会(共催) 浜松市教育委員会(後援) 清水市教育委員会(共催)

ぷ""ミ， 土曇 アイセル21(静岡市中央公民館) 静岡大学工学部(佐鳴会館) 清水市中央公民館

開催時間帯 火曜日 18時30分~20時30分 土曜日 14時00分~16時00分 土曜日 14時00分~ 16時00分

受付期間 8/21伺)~9 /l樹 8 /28伺)~9/8(金) 8/21伺)~9/ 1幽

受付場所
干422-8529静岡市大谷836 干432-8561浜松市城北3-5-1 干424-0836清水市桜が丘町7-1
静岡大学研究協力課 静岡大学(工学部内)研究協力課 清水市中央公民館

連絡先 TEL 054-238-4264 TEL 053-478-1002 TEL 0543-54-1321 

9/19(火) 9/23出 9/16出
「飽食時代と健康」 「浜名湖の自然史」 「生物と遺伝子」

国立東静病院長倉持衛夫 理学部教授池谷仙之 理学部助教授 山内清志

9/26(火) 9/30同 9/30出
「経営における情報の高度化の功罪」 「浜名湖をめぐるヒトの歴史」 「病気と遺伝子」

人文学部助教授伊東暁人 人文学部教授本多隆成 理学部講師鈴木雅一

開催日と
10/3(火) 10/14出 10/7出

講義題目
「経済大国はどこへ行く ?J 「浜名湖の水」 「バイテク革命と人間の未来」

人文学部教授高橋洋児 理学部教授和田秀樹 人文学部教授松田 純
及び講師

10/10(火) 10/21出 10/14出
「環境と食糧」 「琵琶湖の環境変化と再生」 「遺伝子技術の今」

農学部助教授早津雅仁 滋賀大学教授遠藤修 理学部教授吉永光一

10/17(火) 10/28佳) 10/21出
「豊かな社会の不平等一教育を受ける 「湖の環境保全と浜名湖のこれから」 「遺伝子組換え休農作物は安全か」

チャンスは万人に聞かれているか」 東京大学助教授岡本研 遺伝子実験施設長 露無慎三

教育学部助教授橋本健二 理学部教授 池谷仙之

j召 j章 4Zb3h Z 場 熱 海 dZh 3Z 場 浜 北 4Z2ミh 土~

講座名称 豊かさを問う 未来への発信 遺伝子技術と社会 21世紀のライフプラン

共催 ・後援 沼津市教育委員会(共催) 熱海市教育委員会(共催) 浜北市教育委員会(共催)

ぷZ玄とh 場 沼津市民文化センター 熱海市中央公民館いきいきプラザ 浜北市文化センター

開催時間帯 土曜日 14時00分~16時00分 土曜日 14時00分~16時00分 土曜日 14時00分~16時00分

受付期間 8/28伺)~9/8(金) 8/14伺)~8 /25(剣 8/21伺)~9 / l(金)

受付場所
干410-0881沼津市八幡町97 〒413-0015熱海市中央町1-25 干434-0038浜北市貴布祢291-1

沼津市教育委員会生涯教育課 熱海市中央公民館 浜北市教育委員会生涯学習課

連絡先 TEL 0559-51-3420 TEL 0557-82-1271 TEL 053-586-6200 

9/23(土) 9/9(却 9/16出
「豊かな社会の不平等一教育を受ける 「生物と遺伝子」 「福祉社会の課題」

チャンスは万人に聞かれているか」 理学部助教授 山内清志 人文学部助教授南山浩二

教育学部助教授橋本健二 9/16(土) 9/30出
9/30出 「遺伝子技術の今」 「男女平等社会をつくる」

「飽食時代と健康」 理学部教授吉永光一 情報学部助教授笹原恵

開催日と
国立東静病院長倉持衛夫 9/30出 10/7出

10/14(:t) 「バイテク革命と人間の未来」 「地域づくりとボランテイア」
講義題目

「経済大国はどこへ行くつ」 人文学部教授松田純 人文学部教授小楼義明
及び講師

人文学部教授高橋洋児 10/7出 10/14出
10/21出 「病気と遺伝子」 「生涯学習とライフプラン」

「環境と食糧」 理学部講師鈴木雅一 生涯学習教育研究センタ一助教授

農学部助教授早津雅仁 10/14凶 阿部耕也

10/28出 「遺伝子組換え体農作物は安全か」 10/21出
「経営における情報の高度化の功罪」 遺伝子実験施設長 露無慎二 「生きがいと共感を求めて」

人文学部助教授伊東暁人 人文学部助教授上利博規
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-各会場とも募集人数は60人。

・各会場とも講習料は5，500円(全日程)。

なお、いったん納入された講習料は、受講でき

なくなった場合でも返金できません。

・第1日は開始15分前に開講式が.また第5日は、

講義終了後に開講式が行われます。

-受講申込は、各開催会場などへ直接講習料を添

えて受付期間内に申込み下さい。

・郵送される場合は、講習料を郵便為替又は現金

書留とし、返信用封筒を添えること。

受講者は附属図書館が利用できます。

(平成1注度本センター運営委員会・公開講座委員会の組織〉
今年度の生涯学習教育研究センター運営委員会・

公開講座委員会の委員の方々は以下のとおりです。

O運営委員会の組織 (@印 委員長) O公開講座委員会の組織 (。印 委員長)

。滝 欽二 センター長 。滝 欽二 センター長

小林良孝 人文学部助教授 岩井 淳 人文学部教授

橋本健二 教育学部助教授 橋本健二 教育学部助教授

笹原 恵 情報学部助教授 笹原 恵 情報学部助教授

三重野 哲 理学部教授 三重野 哲 理学部教授

吉田 弘 工学部教授 小野 工学部助教授

徳山真治 農学部助教授 大石 '惇 農学部教授

葉原 弘 電子科学研究科教授 中西洋一郎 電子工学研究所教授

福田安生 電子工学研究所教授 柴垣勇夫 センター教授

柴垣勇夫 センター教授 阿部耕也 センター助教授

阿部耕也 センタ一助教授

(センター教育研究担当教官の選任〉

今年3月に定年退官された大堀哲・教育研究担

当教官(情報学部教授)の後任に、この4月から

教育学部の高橋杭治教授が選任されました。今年

度から中井弘和副学長とお二人に教育研究担当教

官としてセンタ一事業推進にご協力いただくこと

となりました。

(公開講座 r20世紀とは伺だったか」後期日程あと3固となる〉

本学開学50周年記念静岡新聞社・ SBS静岡放送文

化スペシヤノレ公開講座 r20世紀とは何だったか」

は後期日程9回分が昨年8月29日から始まってい

ますが、あと 3回を残すだけとなりました。

毎回350名以上の参加者で、盛況です。2001年直

前まで、以下の日程です。

なお、すでに申し込みは締切られていますが、

毎回終了後の2週あと前後の日曜日、静岡新聞に

その内容が掲載され、 SBS静岡放送で欣送されてい

ます。

会 場 :しずぎ、んホーノレ「ユーフオニア」

開講時間 :13: 30"-' 15: 30 

⑦2000. 8. 19比)r20世紀は科学の時代」

理学部天岸祥光教授ほか

⑧2000. 10. 21出「舞台は地球、テーマは人類」

(国際化時代の静岡と世界)

人文学部小楼義明教授ほか

⑨2000. 12. 16出 「ともに21世紀の扉を開けよう」

佐藤博明学長ほか
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C生涯学習教育研究センタ一事業の開催〉
平成12年度の生涯学習教育研究センター主催事

業は、 7月から 2月にかけて計画いたしておりま

すが、 「博物館と大学を結ぶ」公開シンポジウムを

7月1日に実施いたしました。報告者等は以下の

とおりで、社会教育施設でのボランティアの事例を

報告いただき、大学での博物館教育と現場での社会

教育のあり方を探る討論が活発にされました。ま

た秋には学外公開シンポジウムを開催することと

なりました。 (柴垣)

or博物館と大学を結ぶ」

第3回公開シンポジウム
テーマ:~博物館とボランティア』

開催日時.平成12年7月1日出 13: 00'"'-' 16: 30 

会 場・静岡大学・大学会館ホール

基調講演 .名古屋市美術館学芸課主査 神谷浩氏

事例報告:愛知県陶磁資料館学芸部長 浅田員由氏

静岡県立美術館主任学芸員 飯田 真氏

静岡市立登呂博物館学芸員 浅野毅氏

f事噛箇と丈牢を結13'.J鏑3111公開シンポジウム

「博物館とポランティ1'J
主催静岡k学'E!!学1!1l11u労センター

「博物館とボランティア」公開シンポジウム会場風景

〈研究紀要「生涯学習教育研究」への投稿募集〉

生涯学習教育研究センターでは、研究紀要掲載

の論文を募集しています。以下の投稿規程により

全学からの応募を期待します。奮って投稿下さい。

1)生涯学習・社会教育関連の理論的 ・実証的研

究に関する未発表の学術論文等を掲載。

2)投稿資格は、本学及び共同教育研究施設の教

職員、センター研究員等。

3)投稿原稿量は、 A4判46字X40行で16ページ。

4)投稿期限は、毎年11月末日。年1回3/31発行。

生涯学習教育研究センターのホームページアドレス

は、http://www.shizuoka.ac. jp F cerll /です。

(阿部)
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静岡市立日本平動物園主事・学芸員 佐渡友陽一氏

細江町立姫街道歴史民俗資料館学芸員 栗原雅也氏

討論 ・質疑・講師全員

司 会 :生涯学習教育研究センター教授柴垣勇夫

参加者:教耳哉員、学生、博物館関係者、ボランティ

ア等110名

O生涯学習指導者研修事業

8月3・4日、静岡県公民館連絡協議会との共

催事業で、生涯学習指導者研修事業(公民館主事

等研修)を実施します。

テーマ :~生涯学習社会の構築』

日時:平成12年8月3日(木)、 4日(金)

場所:静岡市油山 元湯館

講師等 :角替弘志、宇河雅之、菅野文彦、熊野善

介先生ほか

O生涯学習教育研究センター主催

学外公開シンポジウムの開催
テーマ:~長寿社会をよりよく生きる』

日 時:平成12年11月11日出 13:00'"'-'15・00

場所 :静岡市鷹匠3-6 もくせい会館

講師 ・パネラー予定者

星 猛 しずおか健康長寿財団理事長

林 のぶ元静岡県女性総合センタ一所長

石川憲彦 静岡大学保健管理センタ一所長

司 会:中井弘和静岡大学副学長(センター教育

研究担当教官)

生涯学習教育研究センターでは、学内の公開

講座実施情報、大学開放事業などをこのニュー

スレターに掲載し、広報します。最近の計画、

将来計画をセンターまでお寄せ下さい。TEL/
F必¥:054-238-4817がセンター資料室・受付です。

地域と大学第6号
静岡大学生涯学習教育研究センター情報誌

平成12年7月31日発行

〒422-8529静岡市大谷836(理学部B棟 1階)
静岡大学生涯学習教育研究センタ-

TEL 054-237-1111附
TEL/FAX 
054-238-4817 (資料室 ・受付)

事務局 静岡大学研究協力課共同施設係 TEL054-238-4264 


